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と自覚し，勇気と誇りを持とう。静かに少しずつ動かせば，必ずや大きなうねりになって
し、く。全て女が半分ぶんどろう。これは男対女の闘いなのだ。甘えてはいけない。
一般に異性に対し:ては甘いといわれるが，女性はことに女性に厳しすぎるきらいがある。
男性にも厳しくなろう。特に男性の議員にまた男性主導の行政に厳しい目を向けるべきだ。
自分はいつも女性の皆さんに呼びかける。「女は女に優しく，女が女を育てよう，女が女
の力を信じよう。j 後に続く人たちに少しでも前進させることが大切。
もう一つなぜ女性議員が必要か。それは現在の日本の状況を見ていると， 21世紀早盤
に日本は必ずきな臭くなる。そんなとき戦争を阻止できるのは男性ではなく女性だ。女性
は絶対に戦争はしない。女性議員が増えるととこそが，戦争をくいとめ，平和を守る唯一
の道だと自分は信じている。
淳各~
約 1時間の講演の後，樽川さんもぜひにと希望していた会場との交流が行われました。
約 50名ほどの参加者から質問や感想や意見がとぎれることなく出され，女子大生のク守ル
ープからも発言があったりして，とても和やかな雰囲気でした。
質問の中で「女性議員をふやすネットワーク『しなの~J のことがよくわかりました。
『しなの』は 1996年に発足し，会員は現在約 600人。県下を 4つの支部に分け，各支部
長を中心に会員拡大をはかるようにした。自分はどとに行っても知らない人にも『しなの』
の勧誘をした。『しなの』学校では，ちょうど「パックアップスクールj のように毎年講
座を開いて政治や選挙の勉強をしてきた。今年も 4回目の講座を開く。参加者は毎回 7'"'"
80人。最後の会で必ず立候補者が出る。これまでも有能な議員を輩出してきた。ただし
『しなの』自体は選挙には関わらない。もちろん個人の立場で特定の候補者を応援するこ
とはある。また会員が立候補する場合のみ，所属政党，無党派にかかわらず会長の推薦状
を出す。
最後に「長崎では家庭やさまざまな事情で立候補者がなかなか出ないが，どうしたらい
いかJという質問をした人に，樽川さんは f立候補者選びが大変なのは長野も同じ。この
ような女性議員をふやす運動を進めている以上，誰も出なかったら自分が出るというぐら
いの思いを持ってほしい。あなたが出なさい。Jと指さして，会場大爆笑でした。
ほんといい話が聞けました。長野県は今県知事で注目をあびていますが，こんなすばら
しい先輩の女性がいると知ってとてもうれしくなるとともに，後輩の女性たちのためにも
がんばろうという元気が出ました。
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訳あって一ヶ月ニュージランドの南島で暮らしてきた。というと謎めいて嬉しいが、こ
の「訳Jというのは「この国の物価が安いからjということで、他の国ではとても一ヶ月
は暮らせないということである。また、一ヶ月も居た訳はここで安く暮らして往復の航空
運賃をうかそうとしたからである。感想として、以下「ばってん-うーまんの会」会員と
しての子見点でみたニュージランドの感想を書いてみる。
首相 女性である。
男性の政治ではダメだから女性なのか、党の交替で党首だったからなったのか
わからない。 一ヶ月聞いて自分なりにわかったことはこの国の男女は性別はは
っきり出すが、暮らしの上で「男だからJr女だから」を強調しないというこ
とだ。たまたま「今はj首相が女性だと言うだけかもしれない。
おんな 大きくてたくましい。背がまっすぐしていて健康的である。戸が透き通ってい
て快い。近くの喫茶屈によく行ったが、妻はパンやケーキを焼き、夫はハーブ
に関するものを屈に出している。パンの種をこねていた妻の背中は見事な筋肉
がつき訓練していることを伺わせた。タクシーや遠距離観光パスを運転してい
る人もいた。
おとこ それは大きくてたくましい。年配の男性は頬ひげ、口ひげをたくわえているの
を多く見た。しかしいろんな場面で威圧感を感じさせず、親しみとジョークの
ある目を持っていた。路上で女と抱きあってキスもしていたし、乳母車も押し
ていた。ここは花の国だが、ある時花の苗をどっきり買い込んできて、せっせ
と庭に植えているのも見た。
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酎台 かんといっても物価に表れる。食品の安いこと!ステーキにした肉は130円。:れにじゃがいも、ブロッコリー、たまねぎ、さくらんぽ、パン、ミJレク、いろいろ4日分買い込んで10∞円位か。外食しても2∞円から5∞円位だからレストランも客が多い。粧型モーテルも電気、水道代込みの値段で、日本女手の庖員も住みやすくて助かると言っていた。私も生まれて初めてここのモーァルで全自動皿洗い機を体験した。
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感想 体格の大小は変えられないが暮らしはもっと快いものに近づけることができるのだ。乳母車をフックに引っ掛けてパスが走ってくれるように、私たち生活者か望むものを出し合おう。こうだったら助かる、こんなにしたらもっと暮ちし易い町になると声にだしていこう。乳母車のーイ牛から広がる私のおもいはもうlつある。このパスは空港行きだったが、目的地に着くと運転手が乳母車を広げる作業を終わるまで誰一人として先を争って降りる人はいなかった。こどもに手のかかる時期はだれでもある。それを当然だと認める社会や市民Kわたしもなろう@そして異国は、かれらが暮らしやすいように長い間かかってっくりあげた町なのだ。私たちも自分たちで国や町をつくってかなければなら
ないのだと強く思った。
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